
環境に関する事業者意識調査 
 

― アンケート結果（中間取りまとめ） ― 

豊川市環境基本計画の見直しにあたって、環境の現況や今後の環境づくりの進め方に

ついて、市内で事業を営んでおられる皆様から意識調査を行いました。この調査の対象

事業者は、本市の事業所の中から規模ごとに300事業所を無作為で選び、郵送で発送し、

149事業所から回答をいただきました（回収率 49.7％）。発送日は 10月 29 日（水）、

投函期限は11月10 日（月）としました。 

 
 

１．貴事業所についてお尋ねします  

１－１．貴事業所の業種を教えてください。 

今回のアンケート集計の回答事業所の業種は、製造業が 37.6％、次いで建設業が 16.1％
となっています。 

件数

１． 2

２． 24

３． 56

４． 8

５． 23

６． 4

７． 10

８． 4

９． 21

１０． 6

1

159

金融・保険・不動産業

建設業

製造業

選択肢

農林水産鉱業

飲食店

運輸・通信業

電気・ガス・水道業

サービス業

その他

計

複数回答

無回答

卸売・小売業

1.3%

16.1%

6.7%

2.7%

14.1%

4.0%

0.7%

15.4%

5.4%

37.6%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40%

 
 

 

 



 

１－２．貴事業所の従業員規模（パート、アルバイト等を含む）を教えてください。 

従業員規模は、「1～29名」が最も多く 51.0％と過半数を超えています。 

 
件数 比率

76 51.0%

16 10.7%

27 18.1%

9 6.0%

19 12.8%

2 1.3%

149 100.0%

３．50～99名

４．100～199名

５．200名以上

無回答

計

複数回答による集計除外0社

選択肢

１．1～29名

２．30～49名 12.8%

6.0%

10.7%

51.0%
18.1%

1.3%

1～29名 30～49名 50～99名

100～199名 200名以上 無回答

 
 

 

１－３．貴事業所が立地している地区はどちらですか？該当する中学校区を１つ選んで

ください。分からない場合は住所を記入してください。 

「東部」が 14.3％と最も多く、次いで、「南部」が 12.2.％となっています。 

件数 比率

21 14.3%

18 12.2%

11 7.5%

9 6.1%

15 10.2%

15 10.2%

13 8.8%

7 4.8%

17 11.6%

21 14.3%

147 100.0%

３．中部

５．代田

６．金屋

複数回答による集計除外2社

無回答

計

９．御津

７．一宮

８．音羽

選択肢

１．東部

２．南部

４．西部 4.8%

11.6%

14.3%

10.2%
6.1%

12.2%

14.3%

7.5%

10.2%

8.8%

東部 南部 中部 西部 代田

金屋 一宮 音羽 御津 無回答

 
 
 
 



２．環境問題への関心、取り組みについてお尋ねします
 

２－１．環境保全に係る費用負担に関して、貴事業所ではどのように考えていますか？

貴事業所の考えに最も近いものを１つ選んで、番号に○印をつけてください。 

「業績に深刻な影響がなければ、できるだけ負担したいと思う」が50.7％と過半数を 

超えています。次いで、「現在の諸規制をクリアできるだけの最小限の負担で十分だと思う」

が33.1％です。 

件数 比率

11 7.4%

75 50.7%

49 33.1%

3 2.0%

4 2.7%

6 4.1%

148 100.0%計

選択肢

複数回答による集計除外1社

１．業績に関わらずに負担したいと思う

２．業績に深刻な影響がなければ、でき
るだけ負担したいと思う

３．現在の諸規制をクリアできるだけの最
小限の負担で十分だと思う

４．業績確保のため、環境保全に係る負
担は考えていない

５．その他

無回答

4%

33%

7%

51%

2% 3%

業績に関わらずに負担したいと思う

業績に深刻な影響がなければ、できるだけ負担したいと思う
現在の諸規制をクリアできるだけの最小限の負担で十分だと思う

業績確保のため、環境保全に係る負担は考えていない

その他
無回答

 
２－２．貴事業所が環境対策に取組まれている理由は何ですか？主なものを２つまで選

んで、番号に○印をつけてください。  

 「企業の社会的責任であると考えるから」が 63.8％と約６割を占めています。次いで、

「法令を遵守するために必要だから」が47.7％となっています。 

 

 
件数

１． 71

２． 17

３． 17

４． 95

５． 5

６． 48

７． 10

８． 1

1

265

複数回答

選択肢

法令を遵守するために必要だから

取引先から環境対策を求められているから

社会での環境意識が高いため、企業として
も取り組まざるを得ない

その他

特に環境対策には取り組んでいない

企業の社会的責任であると考えるから

事業所や製品、商品などのイメージアップの
ため

省エネルギーや資源のリサイクルは結果的
にコスト削減につながるから

無回答

計

47.7%

11.4%

6.7%

0.7%

0.7%

32.2%

11.4%

63.8%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



２－３．貴事業所の企業活動が周囲に与えている環境負荷があるとしたら何でしょう

か？あてはまるものすべての番号に○印をつけてください。 

「ごみの増加」という回答が最も多く 39.6％です。次いで、「騒音」が 38.3％となって

います。 

件数

１． 27

２． 24

３． 57

４． 25

５． 15

６． 6

７． 6

８． 3

９． 0

１０． 5

１１． 59

１２． 9

１３． 3

１４． 42

１５． 4

１６． 7

１７． 37

2

331

振動

複数回答

オゾン層の破壊

特に環境負荷はない

酸性雨

悪臭

土壌汚染

日照障害

電波障害

地球温暖化

ごみの増加

自然環境の破壊

騒音

選択肢

大気汚染

水質汚濁

無回答

計

雨水の地下浸透の阻害

地下水汚染

地盤沈下

18.1%

16.1%

4.0%

2.0%

0.0%

3.4%

39.6%

6.0%

2.0%

28.2%

2.7%

4.7%

24.8%

1.3%

16.8%

38.3%

4.0%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 
２－４．貴事業所で環境対策の取り組みを行っていることは何でしょうか？あてはまる

ものすべての番号に○印をつけてください。 

 「ごみの増加」が最も多く54.4％です。次いで「騒音」が32.2%となっています。 

   
 
 

件数

１． 35

２． 32

３． 48

４． 23

５． 13

６． 9

７． 9

８． 2

９． 0

１０． 2

１１． 81

１２． 12

１３． 1

１４． 46

１５． 2

１６． 9

１７． 19

8

351

騒音

電波障害

複数回答

振動

大気汚染

水質汚濁

悪臭

選択肢

ごみの増加

自然環境の破壊

地球温暖化

無回答

特に環境負荷はない

土壌汚染

地下水汚染

地盤沈下

雨水の地下浸透の阻害

計

日照障害

酸性雨

オゾン層の破壊

23.5%

21.5%

8.7%

6.0%

1.3%

0.0%

1.3%

54.4%

8.1%

0.7%

30.9%

1.3%

6.0%

12.8%

5.4%

15.4%

32.2%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%



２－５．貴事業所では環境に配慮するためにどのようなことを実行していますか？ 

次のうち実行していることがあれば、いくつでも選んで、番号に○印をつけて

ください。 

「冷暖房の適温設定に心がけている」が最も多く 71.8％、次いで「昼休みなどに必要の

ない電灯の消灯を行っている」が68.5％となっています。 

件数

１． 65

２． 11

３． 102

４． 107

５． 60

６． 8

７． 57

８． 52

９． 54

１０． 8

１１． 41

7

572

自家用車での通勤を控えるようにしている

アイドリングストップを励行している

グリーン製品（再生品など）を購入している

敷地内に樹木などを植えて緑化を行っている

建物の屋上や壁面を利用して緑化を行っている

従業員への環境教育や研修を推進している

選択肢

複数回答

節水を励行している

雨水や事業所の処理水を再利用している

昼休みなどに必要のない電灯の消灯を行っている

冷暖房の適温設定に心がけている

クールビズ、ウォームビズを励行している

計

無回答

43.6%

7.4%

40.3%

38.3%

34.9%

36.2%

5.4%

27.5%

4.7%

71.8%

68.5%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

 

 

 

 

２－６．貴事業所は環境マネジメントシステム（ISO14001）に対してどのようにお考え

ですか？ 

「取得は考えていない」が最も多く 30.9％となっている一方、「既に ISO14001の認証を

取得している」が25.5％、「将来的には取得したいと考えている」が22.1％となっている。 

 

件数 比率

38 25.5%

4 2.7%

33 22.1%

46 30.9%

26 17.4%

2 1.3%

149 100.0%

選択肢

１．既にISO14001の認証を取得
している

２．数年以内に取得したいと考
えている

３．将来的には取得したいと考
えている

５．わからない

無回答

計

複数回答による集計除外0人

４．取得は考えていない

17.4%

30.9%

2.7%

25.5%

22.1%

1.3%

既にISO14001の認証を取得している
数年以内に取得したいと考えている
将来的には取得したいと考えている
取得は考えていない
わからない
無回答

 



２－７．上記質問 2-6で「4」と回答された方にお尋ねします。貴事業所が取得を考え

ない理由は次のうちどれですか？貴事業所の考えに最も近いものを１つ選ん

で、番号に○印をつけてください。   

 「必要性を感じない」が50.0％と過半数を占めています。次いで、「取り組む費用に問題

がある」と「取り組むメリットがわからない」が15.9％で同じ割合となっています。 

件数 比率

1 2.3%

7 15.9%

2 4.5%

7 15.9%

22 50.0%

4 9.1%

1 2.3%

44 100.0%

該当46社

５．必要性を感じない

４．取り組むメリットがわからない

３．取り組む方法がわからない

６．その他

複数回答による集計除外2社

無回答

計

１．ISO14001のわかる従業員が
いない

２．取り組む費用に問題がある

選択肢
2.3%

9.1%

4.5%

2.3%

15.9%

15.9%
50.0%

ISO14001のわかる従業員がいない
取り組む費用に問題がある
取り組む方法がわからない
取り組むメリットがわからない
必要性を感じない
その他
無回答

 
 

２－８．貴事業所が今後、環境保全対策に取り組んでいくうえで、市の環境行政にどの

ような施策を期待しますか？あてはまるものを２つまで選んで番号に○印を

つけてください。 

 「環境保全に係る情報の提供」が43.0％と最も多く、次いで「環境保全のための公的な 

融資や補助金制度の充実」が35.6％となっています。 

 

 

 

件数

１． 40

２． 39

３． 64

４． 53

５． 16

６． 14

７． 35

８． 2

4

267

複数回答

事業所、行政、市民(住民活動団体やNPO
など)の連携による環境活動

事業所や市民活動の環境保全への取り組
みを評価するしくみづくり

環境保全に関わる情報の提供

環境保全のための公的な融資や補助金制
度の充実

計

法や条例による公害規制、監視の強化

環境配慮型の製品の優先的な購入

選択肢

市民に対する環境に関する啓発活動や意
識改革

無回答

その他

26.8%

26.2%

23.5%

1.3%

2.7%

9.4%

43.0%

35.6%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%



３．環境保全活動や環境学習への参加についてお尋ねします  

３－１．本市の環境をより良くしていくために、貴事業所は環境保護団体や地域の環境 

保全活動に参加されたことがありますか？どちらかの番号に○印をつけてく

ださい。  

 「参加していない」が73.8％と高い割合を占めています。 

件数 比率

38 25.5%

110 73.8%

1 0.7%

149 100.0%

２．参加していない

無回答

１．参加している

複数回答による集計除外0社

計

選択肢

0.7%

25.5%

73.8%

参加している 参加していない 無回答

 

 

 

 

 

３－２．上記質問3-1で「2．」と回答された方にお尋ねします。今後の参加について 

どのようにお考えですか？１つ選んで○印をつけてください。 

「機会があれば参加してみたい」が51.8％と過半数を超えています。次いで、「時間的な

制約などにより参加できない」が38.2％となっています。 

件数 比率

57 51.8%

9 8.2%

42 38.2%

2 1.8%

110 100.0%

該当110社

２．参加したいとは思わない

３．時間的な制約などにより参加できない

無回答

計

複数回答による集計除外0社

選択肢

１．機会があれば参加してみたい

1.8%

8.2%

51.8%
38.2%

機会があれば参加してみたい
参加したいとは思わない
時間的な制約などにより参加できない
無回答

 



３－３．上記質問3-1又は3-2で「1．」と回答された方にお尋ねします。参加している

又は参加してみたい環境保全活動等はどのような内容ですか？あてはまるも

のすべての番号に○印をつけてください。 

「道路、河川、公園などの清掃、美化活動」が最も多く 61.1％、次いで「緑化や花づく

り」45.3％となっています。 

件数

１． 17

２． 43

３． 12

４． 58

５． 28

６． 14

７． 2

5

179

その他

生き物の保全、保護、観察

緑化や花づくり

選択肢

道路、河川、公園などの清掃、美化活動

環境学習講座や環境研修への参加

環境学習の指導や支援

無回答

歴史・文化財・伝統芸能等の保全活動

複数回答

計

17.9%

45.3%

2.1%

5.3%

29.5%

61.1%

12.6%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

 
 

 

３－４．前頁質問3-2で「2．」と回答された方にお尋ねします。参加したいとは思わな 

い理由は次のうちどれですか？最もあてはまるものを１つ選んで、番号に○印 

をつけてください。 

「環境問題は事業所と関係が無く、興味が無い」が22.2％と最も多くなっています。 

件数 比率

2 22.2%

1 11.1%

1 11.1%

1 11.1%

1 11.1%

2 22.2%

1 11.1%

9 100.0%

複数回答による集計除外0社

６．その他

計

２．個人で自由に取り組めばよい

３．活動内容の正確な情報が得られない
ため

４．事業所が取り組むよりは、行政が責任
を持つことである

５．本当に環境がどうなるか不明確なの
で、まだ環境保全活動の必要性を感じな
い

無回答

１．環境問題は事業所と関係がなく、興
味がない

該当9社

選択肢

11.1%
11.1%

11.1%

22.2%

11.1%

22.2%

11.1%

環境問題は事業所と関係がなく、興味がない

個人で自由に取り組めばよい

活動内容の正確な情報が得られないため

事業所が取り組むよりは、行政が責任を持つことである

本当に環境がどうなるか不明確なので、まだ環境保全活動の必要性を感じない

その他

無回答

 



４．環境に関する情報の収集手段についてお尋ねします

貴事業所が環境情報を得るために、今後、行政からはどのような手段で情報を提供し

てほしいですか？特に必要だと思うものを２つまで選んで、番号に○印をつけて下さ

い。  

 「広報とよかわ」が最も多く、57.0％、次いで「市のホームページ」が 45.0％となって

います。 

 

件数

１． 85

２． 15

３． 67

４． 29

５． 29

６． 26

７． 9

4

264

複数回答

無回答

イベント、講演会

その他

市のホームページ

計

選択肢

広報とよかわ

回覧板

ポスター、チラシ

小冊子（パンフレット）

57.0%

10.1%

6.0%

2.7%

19.5%

19.5%

45.0%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 
 
 
 
 
豊川市の環境をより良いものとするため、あなたが日頃感じていることなど、ご自由 

にお書きください。  

 

 回答省略 

 


